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シンポジウムをアーカイブで振り返ることが、可能
となっておりますので、ご覧ください。

右記、QRコードより
視聴頂けます。

おわりに
　令和４年度沖縄平和啓発プロモーション事業では、これまでに蓄積された沖縄戦体験談
や資料を活用して、沖縄戦の実相や歴史的教訓を正しく次世代に継承し、平和を希求する
「沖縄のこころ」を広く伝えるため、県内外で児童生徒等を対象としたワークショップや東
京都でのシンポジウム、平和教育指導者養成講座などを実施しました。
　今後とも、平和を希求する「沖縄のこころ」が県内外、さらに世界中に伝わり、恒久平
和の実現に寄与することを目指してまいりますので、引き続き、沖縄県の平和行政の取組
に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。
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アーカイブ映像

沖縄平和啓発プロモーション事業
デジタルにみるアーカイブ -ダイジェスト -

もっと事業内容を詳しくご覧になりたい方は、
HPサイトや、報告書をご覧ください。
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平和に生きたいと思
うのは誰も同じこと
です。

それを思うと、戦争
というものは、人の
心の中で生まれるも
のだから、 私たちは
肝に命じて、日々平
和のために行動して
いきたいです。

不安や憂鬱なことの
多いこの時代、あき
らめかけてしまいが
ちな中、一緒に進ん
でいきましょうとい
う沖縄の声がありま
した。
若い世代に平和を訴
え続けていこうと、
勇気をいただきまし
た。

沖縄のことを少し知
ることができまし
た。 自分が思ってい
た何倍も沖縄の戦争
の歴史は残酷で苦し
いものでした。 
特に集団自決のこと
など、初めて聞くこ
とばかりで驚きまし
た。でも歌を通して
乗り越えたり、次の
世代に伝えていこう
とする姿に感動しま
した。 

私たち演出家がやる
ことは、「命は数じゃ
ない」ということで
す。

一人ひとり、親が
あって血が通ってい
て、愛したり恋した
り、悩んだり喜んだ
り、本当に五感・六
感が溢れる誰でも生
きた「人間」だとい
うことなんですね。

平和で公正な社会をつくる
イベントの開催、出前授業実施、シンポジウムの開催、メディアとのパートナーシップを大事にしました。
沖縄県内に留まらず、県外にも「沖縄のこころ」を「対話」を通して届けることを続けていますが、
大事なテーマは平和で公正な社会をつくることです。
「あなたはどんな未来を描いていきたいですか？」「あなたにとっての平和」って何ですか？
を問い続け皆さまと作り上げた時間でした。

今、世界は「平和」だと思いますか？
※沖縄県内外の受講生に聞きました

今、世界は平和ではないと思っている若者が約65％いる
いいえ
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本事業を通しての声

- 対馬丸生存者・語り部
    平良啓子さん -

- 演出家 宮本亞門さん - - 東京シンポジウム
参加者 -

- 高校生 -

〒900-8570  沖縄県那覇市泉崎 1-2-2    行政棟 3階
電話番号：098-866-2500   FAX番号：098-866-2589

沖縄県子ども生活福祉部女性力・平和推進課

子ども生活福祉部 女性力・平和推進課HP
「子ども生活福祉部 女性力・平和推進課」

「平和推進班」より、ご覧下さい。


